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4. 浸透圧センサー ATHK1を分子素材とした環境ストレス耐性植

物の作出

〔要約〕 浸透圧センサー ATHKlの遺伝子操作により、複数の環境ストレス耐性に関与する遺伝子群の

発現量を操作し、 乾燥、塩、低温ストレス耐性を付加した遺伝子組換え植物 を作出できる。
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［背景・ねらい］

逍伝子操作による環境ス トレス耐性作物の実用化には、どの ようにして複数の遺伝子群をス トレス時に

同時に発現させるかが大きな課題 となっ ている 。乾燥耐性に直接働 く多数の追伝子の発現を統括的に制

御 しているシグナル受容体 （浸透圧センサー ATHKI)に着目し、ATHKI遺伝子を分子素材 とした環境

ス トレス耐性植物の分子育種を試みる。

［成果の内容•特徴］

I. モデル植物シロイヌナズナから単離 したヒスチジンキナーゼ ATHKIは、酵母の中で浸透圧センサー

として機能する。

2. ATHKI遺伝子内にランダムに塩基置換を導入し、野生型 ATHKIの活性を阻害する 6種類の ドミナ

ントネガテイ ブ型 ATHKI変異遺伝子を単離 した。

3. ドミナン トネガテイ ブ型 ATHKI変異遺伝子を過剰発現させた追伝子組換え植物は、乾燥、塩、低温

ス トレ ス耐性に関与する多く の遺伝子の発現量が増加 し、乾燥、高塩濃度および低温ス トレスに対し

て耐性を示す（図 lおよび図 2)。この結果は、ATHKIが負の調節因子として働いており 、その機能が

抑えられる ことによ ってス トレス応答を模倣 したためと考えられる。

4. このように、ひとつの辿伝子 （浸透圧センサー）の人為的操作に より、複数の環境ス トレス耐性に関

与する遺伝子群の発現量を操作する こと ができ 、乾燥、塩、低温ス トレス耐性を付加する ことができる。

［成果の活用面・留意点］

I. シロイ ヌナズナの浸透圧センサーATHKI逍伝子を分子素材 とした環境ス トレス耐性作物の開発に活

用する 。

2. 強力な発現誘導を促すプロモーターで ATHKI造伝子を過剰発現させた場合には、遺伝子組換え植物

は通常の生育環境下でもス トレ ス時と同じぐ らい生育が遅くなるため、スト レスを受けた時にだけ

ATHKI遥伝子の発現を誘導するようなプロモーターと 組み合わせる必要がある 。
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［具体的データ］
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図 1非ストレス環境下でのドミナ

ントネガテイブ型ATHK!変異追伝

子を過剰発現させた遠伝子維換え

植物 （レーン3~5)の乾燥、塩、

低温ストレス話苺性退伝子の発現。

（レーン 1~2: ATHK! 退伝子

が入っていない維換え植物。レー

ン6: DREB!A遠伝子の維換え植

物。レ-ン 7~1 7: 非遠伝子維

換え植物。Thy:乾煉処理、NaCl:

塩処理、M払：アブシジン酪処理、

LT: 低温処理、DW:水処理、(h):

処理時間）

図 2 ドミナントネガ＇テイブ型

ATHKl変異遠伝子を過剰発現させた

退伝子維換え植物 (V-6-3c、A-14-6)
の乾燦、塩ストレス酎I生。 （赤字は

生存率）。 乾燦処理は寒天プ レ-卜

で育てた播程後3迎間目 の植物をろ

紙上で 148芍間乾燥させた後、土植

えした。 塩処理は寒天プレートで育

て た 閉 鱈3迎閤目の植物を0.6Mの
食塩フに 28寺間漫した後、土植えし

た。 :
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